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序

　宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（県境～北川間）建設予定地にかかる埋蔵文化
財の発掘調査を平成19年度から実施して参りました。本書には、平成21年度に実施した
延岡市北川町家田地区に所在する家田古墳群・家田城跡の発掘調査の成果を記載しており
ます。
　主な内容としては、細長い尾根上に中世山城が造られる以前に構築された古墳時代中期
の古墳群があらたに確認され、鉄剣・鉄鏃などが出土したことが挙げられます。
　延岡市北川町では本格的な発掘調査例がほとんどなく、これまでに知られていた当地域
の歴史像を大きく塗り替えるような発見でありました。今回の調査で得られた多くの成果
が、今後、当地域の歴史を解明する上で非常に貴重な資料になるものと考えられます。
　本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場等で活用され、埋蔵文化財
保護に対する理解の一助になれば幸いです。
　最後に、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びに御指導・御
助言を賜った先生方に対して、厚くお礼申し上げます。  

　　
　　平成23年3月
                                                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　森　　隆　茂



例　言
１  　本書は、東九州自動車道（県境～北川間）建設に伴い、平成21年度に宮崎県埋蔵文化財センターが実施し

た延岡市家田古墳群・家田城跡の埋蔵文化財発掘調査に関する報告書である。

２  　本遺跡は調査時、「西の城跡」という通称を使用していたが、同じ時期に延岡市教育委員会が北川町域の遺

跡詳細分布調査を実施しており、遺跡名称について協議を行った。結果、遺跡が立地する地区名である「家田」

を遺跡名に使用し「家田古墳群・家田城跡」に変更することとなった。なお文書・記録等はすべて「西の城跡」

となっている。

３  　発掘調査は、国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所の委託により、宮崎県教育委員会が調査主体と

なり、同埋蔵文化財センターが実施した。

４  　現地調査のうち、以下のものについては業務委託した。

 　　基準点の設置　太陽技術コンサルタント

 　　空中写真撮影　九州航空株式会社

５  　現地での遺構図作成・写真撮影については、早瀬航、石津晴菜が行った。また、遺構図や周辺地形図作成の

一部について飯田博之、﨑田一郎、藤木聡、古田陽、岸田裕一の協力を得た。

６  　整理作業は、一部整理作業員の協力を得て宮崎県埋蔵文化財センターで行った。

７  　実測・製図・遺物写真撮影は職員で行った。鉄器応急処置については、株式会社吉田生物研究所に業務委託

した。

８  　自然科学分析として、放射性炭素年代測定を株式会社古環境研究所に、樹種同定を株式会社吉田生物研究所

に委託し、その成果報告については、飯田博之、柳田晴子が同社と協議・編集して掲載した。

９  　本文の執筆は分担して行い、文責は第Ⅰ章は早瀬、第Ⅱ～Ⅲ章は石津が執筆し、飯田・早瀬が加筆修正、第

Ⅳ章は早瀬、第Ⅴ章第１節は石津が執筆し、飯田が加筆、第２節は早瀬が執筆した。

10 　本書の作成は宮崎県埋蔵文化財センターで行い、本書全体は飯田・早瀬が編集した。

11 　鉄鏃については吉村和昭氏（奈良県立橿原考古学研究所）にご教示いただいた。

12 　出土遺物および記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

凡　例
１  　本書で使用する土層および土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局ならびに財団法人日

本色彩研究所監修の『新版標準土色帖』に拠り記述した。

２  　遺構・遺物実測図の基本的な縮尺は以下のとおりである。

 　　遺構　土層断面図…1/80、主体部…1/40、墳丘…1/80、曲輪群…1/400

 　　遺物　土師器・白磁片…1/3、火打石…1/2、鉄鏃…1/2、鉄剣・刀子…1/3
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第１節．調査に至る経緯
　東九州自動車道（県境～北川間）は、延岡市北川

町長井から大分県境に至る延長16.5㎞に及ぶ高規格

幹線道路で、平成11年12月に整備計画が決定し、平

成15年12月の国土開発幹線自動車道建設会議におい

て新直轄区間に選定された。　

　本区間の埋蔵文化財取扱い協議は、平成13年度か

ら日本道路公団（現西日本高速道路株式会社）九州

支社と宮崎県教育委員会との間で始まり、平成13年

度に予定路線内の分布調査が県教育委員会で実施さ

れた。

　分布調査の結果を踏まえ、日本道路公団、新直轄区

間選定後は国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事

務所と協議を重ね、15箇所の協議対象地約73,000㎡

について記録保存の措置を講じることとなった。

　家田古墳群・家田城跡については、平成21年４月

から本調査に向けて具体的な協議を始めた。

　当初、当該遺跡は西の城跡の名称で協議を行って

おり、事前に把握されていた縄張り図から中世山城

跡の曲輪調査を主体として準備を行ってきた。

　本調査は、約4,100㎡の範囲を対象に実施すること

になり、平成21年６月25日付けで、国土交通省九州

地方整備局延岡河川国道事務所長から埋蔵文化財発

掘通知が提出され、同年７月３日付けで宮崎県教育

長から発掘調査の指示が回答され、本発掘調査を実

施することとなった。

第２節．調査の組織
　調査組織は以下のとおりである。

【調査主体】　宮崎県教育委員会

　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター

平成21年度（調査・整理作業）

　所　長 福永　展幸　

　副所長兼総務課長 長友　英詞　

　主幹兼総務担当リーダー 髙山　正信　

　調査第一課長 長津　宗重　

　副主幹兼調査第一担当リーダー 飯田　博之　

　調査第一担当主事 石津　晴菜　

　調査第一担当主事 早瀬　　航　

　事業調整担当（文化財課）主任主事 堀田　孝博　

平成22年度（整理作業）

　所　長 森　　隆茂　

　副所長 北郷　泰道　

　総務課長 矢野　雅紀　

　副主幹兼総務担当リーダー 長友　由美子

　調査第一課長 長津　宗重　

　副主幹兼調査第一担当リーダー 飯田　博之　

　調査第一担当主事 早瀬　　航　

　事業調整担当（文化財課）主任主事 堀田　孝博　

〔調査協力〕

　延岡市教育委員会

　延岡市北川支所地域振興課

第３節．遺跡の位置と環境
3-1.地理的環境

　家田古墳群・家田城跡が所在する延岡市は、宮崎

県の北部沿海部に位置し、北を大分県、東は日向灘

を臨む。市域は東西47.6㎞、南北38.7㎞、面積868㎢、

人口約13万人の県北の中心都市である（第１図）。

　延岡市の行政区域は、平成18年の東臼杵郡北方町

と北浦町、平成19年の東臼杵郡北川町との合併で現

在の姿に至っている。

　気候は、年平均気温16.7℃、降水量は年間2,517㎜

と多雨、年間平均湿度は74％と温暖で湿潤である。

　本遺跡の所在する延岡市北川町は、九州山地のほぼ

東部に位置し、町のほぼ中央を北川が流れており、川

を挟んで西側は1,000ｍ級の山が、東側には四万十層

群の作用で形成された600ｍ級の山々が連なっている。

　家田古墳群・家田城跡の築かれる尾根は、北方

の山地から派生した舌状丘陵から伸びる標高約55

～ 81ｍ程の細長い形状を呈している。その東には、

2001年に環境省によって全国500の「重要湿地」に

選定された家田湿原が広がり、絶滅危惧種であるミ

ズキカシグサやヒメコウホネといった植物や、生息

の南限とされるグンバイトンボなど貴重な動植物が

見られる。

第Ⅰ章　はじめに
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3-2.歴史的環境

　本町において埋蔵文化財の発掘調査は今回が初め

ての事例であり、町内の考古資料の大部分は表面採

集に留まる（第２図）。

【旧石器時代】昭和40年代に川坂所在の城山から

チャート製のナイフ形石器と細石核を採集したとい

う報告があるが、現在その遺物は所在不明となって

おり実物を見ることはできない。

【縄文時代】早期から晩期にかけて遺物散布地は北川

沿いの山裾を中心に分布している。草創期の遺物は

未確認である。早期は、鐙の栂目遺跡や俵野のスダ

原遺跡から押型文土器が採集されている。祝子川温

泉北方に位置する巣ノ津屋遺跡からは早期から前期

にかけての打製石鏃が出土しており、石材はチャー

トや姫島産黒曜石などで、この時期から既に大分県

との交流が行われていたことを窺わせる。中期では

大字長井可愛に所在する可愛遺跡から並木式土器が

出土している。後期に入ると同じく可愛遺跡から彦

崎Ｋ１式土器・西平式土器・市来式土器・出水式土

器など他地域との交流が活発化し始めたことを示す

遺物が多く出土している。また、石錘・石斧・石鏃・

磨石なども採集され、本町の縄文時代における人々

の生活を垣間見ることができる。晩期には川坂の畑ヶ

谷遺跡から黒川式土器に並行する突帯文土器の破片

が採集されている。集落跡については遺物散布地の

周辺が該当すると考えられるが明確な痕跡は残され

ていないのが現状である。この他町内から表採され

た遺物は中迫上山・江良・松尾・スダ原・的野（俵

野）、畑ヶ谷（川坂）、日ノ谷（飛石）、矢ヶ内（下塚）

などが記録されている。

【弥生時代】遺物の散布地は北川下流域に多く分布し

ており、特に大字長井川坂地区から同俵野地区にか

けて集中している。時期別に見ると前期に関する遺

物は現在のところ町内からは見つかっていない。可

愛山陵の東南に隣接する江良遺跡からは、口縁が逆

Ｌ字状に開き、口縁下に粘土紐貼り付けによる刻目

突帯を張り巡らせた、中期の甕形土器が出土してい

る、また、後期後半に属する複合口縁の壺形土器の

口縁部も出土している。川坂所在の畑ヶ谷遺跡は縄

文・弥生・古墳の三時代にわたる複合遺跡で弥生後

期の土器片や磨石、紡錘車などが出土している。こ

の他、町内で採集された弥生時代の遺物で記録に残

されているものは葛森・江良・松尾・スダ原・的野

（俵野）、家田、城山・畑ヶ谷（川坂）、日の谷（飛石）、

曽立（熊田）、白石、深崎、栂目（鐙）などが知られ

ている。

【古墳時代】現在町内で周知されている古墳は川坂に

所在する城山古墳、大字長井俵野に所在する通称「ご

陵墓」と呼ばれる宮内庁治定の陵墓参考地となって

いる可愛山陵古墳、今回発掘調査を行った家田古墳

群などである。『上代の日向延岡』の中で著者である

鳥居龍蔵は、可愛山陵古墳について延岡市内の古墳

の様相から内部主体は石棺であろうと推測している。

また、大字長井城山に所在する城山古墳は現在もそ

の姿を留めているが副葬品が出土したという伝承は

ない。

　遺物に関しては川坂地区から前期に位置づけられ

る土師器の二重口縁壺や丸底壺が出土したと言われ

るが、詳細は不明である。この他に野鶴出土と記録

された須恵器片が十数点、西郷隆盛宿陣跡資料館に

保管されているが一つ一つの破片が小さく明確な時

期を特定することは難しい。そのうちの坏身につい

ては６世紀初頭に位置づけられるものの、出土状況

が不明のため住居跡やその他の遺構に伴う遺物であ

るかは判断することができない。

【古代】「令」制における「日向国」の初見は文武２

年（698年）であり、それと同時期に臼杵郡が成立

したとみられる。また、駅伝制と呼ばれる古代国家

の交通路において長井駅という文字が『延喜式』に

記載されているが、これは現北川町の長井であると

考えられている。長井駅の位置を現在の長井神社付

近と推定した説もあるが残念ながら確証は得られて

いない。各駅間を駆ける馬は早馬（はゆま）とも呼

ばれ、「道の駅北川はゆま」の名前の由来にもなって

いる。

【中世】宇佐神宮領となった長井院の存在を示す史料

として「今山八幡宮」の所蔵する「旧記」がある。

これは、同社の祭礼や遷宮に関する史料であり、こ

れによれば、８月の彼岸会や10月の放生会の際に「長

井院」も「饗膳」を負担としたとの記述がある。古

代に引き続き、長井院という地名がこの時代、この

地に残されていたことが確認できる重要な史料であ
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第１図　宮崎県延岡市北川町位置図

ると言える。また、「旧記」の中には95年間「封郡司」

という役職を勤めた臼杵郡県を本拠とする土持氏に

関する記述がある。さらに「延陵世鑑」は土持氏が

15世紀の中頃から県地方において一円支配の体制を

作り上げ、松尾城を築いたことを伝えている。古代・

中世における北川町の歴史は、日向国の土着豪族と

思われる県土持氏と共にあったと言えるだろう。15

世紀から16世紀中葉にかけて、県土持氏の活動が活

発になるが、その支配構造はまったく明らかにされ

ていない。天正６年４月、九州統一を目指す大友宗

麟による日向侵攻を『西国盛衰記』が伝えており、

北川町内でも合戦が行われたとある。この合戦にお

いて、当主・土持親成は本城である松尾城で討ち死

にする覚悟を決めるが、侍大将の夏田弾左衛門は「橋

岸」にて大友勢を迎え撃ったとある。町内には家田

城跡を含め五つの山城跡が確認されているが、橋岸

の城がどこに築かれていたかはわかっていない。

【近世】北川町は延岡藩に属する。太閤検地以降、慶

長年間にかけて行政単位としての長井村と川内名村

が誕生した。慶応三年の『御領分宗門人別勘定帳』

によると長井村は男948名・女894名とあり、川内名

村は男1187名・女1139名とある。この時期、日向

国と豊後国の国境を巡り幕府評定所の裁判にまで持

ち込まれた梓山論争が起こる。裁判は日向国側の主

張が全面的に受け入れられる形となり、このとき定

められた国境は現在の宮崎県・大分県の県境にもなっ

ている。

【近代】明治10年に勃発した西南戦争では、この地

は激戦の舞台となる。多くの犠牲者を出した戦いの

爪痕とその記録や伝承は、町内のいたるところに残

され現代まで語り継がれている。また、本遺跡にお

いてもスナイドル銃の銃弾が２点出土しており（第

17図）、戦争の生々しさを物語っている。

　資料の数こそ決して多いとは言えないものの、本

町で採集された遺物、残された文字資料や伝承は旧

石器時代から現代に至るまで連綿と人々がこの地で

生活を営んできたことを物語っている。現在は北川

に沿うように大分県へと抜ける国道10号線が走って

おり、古来よりこの地が日向の交通の要衝として重

要視されていた事が伺える。

参考文献

『延岡市統計書』平成20年版　延岡市企画部企画課　2008.3

『北川町史』通史編　北川町　2006.9
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第２図 遺跡名称 遺跡所在地 時代 種別 備考
1 家田古墳群・家田城跡 延岡市北川町長井字大門 古墳・中世 古墳・城館
2 牧之城跡 延岡市北川町川内名字駱駝落山 中世 城館
3 鐘突き殿 延岡市北川町川内名字鐘突き山 中世 城館
4 深崎遺跡 延岡市北川町川内名字深崎 弥生 散布地
5 替崎遺跡 延岡市北川町川内名字替崎 ― 散布地
6 六条遺跡 延岡市北川町川内名字深瀬六条 ― 散布地
7 白石遺跡 延岡市北川町川内名字白石 弥生 散布地
8 熊田遺跡 延岡市北川町川内名字熊田 弥生 散布地
9 岩尾洞窟遺跡 延岡市北川町川内名字曾立 縄文 洞穴
10 曾立遺跡 延岡市北川町川内名字曾立 弥生 散布地
11 畑ヶ谷遺跡 延岡市北川町川内名字川坂畑ヶ谷 縄文・弥生・古墳 散布地
12 川坂城跡 延岡市北川町長井字川坂 古墳・中世 城館
13 竹瀬遺跡 延岡市北川町長井字飛石竹瀬 ― 散布地
14 竹瀬城跡 延岡市北川町長井字竹瀬 中世 城館
15 田神遺跡 延岡市北川町長井字川坂日ノ谷 ― 散布地
16 日ノ谷泉遺跡 延岡市北川町長井字川坂日ノ谷 縄文 散布地
17 野鶴遺跡 延岡市北川町長井字家田 古墳 散布地
18 的野遺跡 延岡市北川町長井字俵野 縄文・弥生 散布地
19 十代屋敷遺跡 延岡市北川町長井字俵野可愛十代 ― 散布地
20 可愛遺跡 延岡市北川町長井字俵野 縄文 散布地

21 ～ 23 スダ原遺跡 延岡市北川町長井字俵野 縄文・弥生 散布地
24 可愛山稜古墳 延岡市北川町長井字俵野 古墳 古墳 陵墓参考地
25 俵野遺跡 延岡市北川町長井字俵野 縄文・弥生 散布地
26 葛森遺跡 延岡市北川町長井字俵野葛森 弥生 散布地
27 西郷隆盛宿陣跡 延岡市北川町長井字俵野 近代 県史跡 指定名称：南州翁寓居跡

＊　遺跡一覧については文化庁『全国遺跡地図　宮崎県』、『北川町史　通史編』を基に作成した。
＊　現在、延岡市教育委員会が北川町域を含めて遺跡詳細分布調査を実施している。

第２図　家田古墳群・家田城跡周辺遺跡分布図
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第３図　調査区位置図（S=1/4500）
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第４図　事業計画図と調査区位置図（S=1/1500）
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第５図　家田城跡縄張り図（S=1/1400　2004.4.26　福田・堀田作図）
『南九州城郭研究』第３号より転載

第１節．調査の方法
　本遺跡の調査は、平坦面が非常に狭く、急傾斜で

ある尾根上の調査であったため、安全対策として

平坦面の際に単管を打ち込み安全ネットを張り巡ら

せた。基本的な調査範囲は安全ネットで囲まれた部

分であるが、山城および古墳の構造を検討する上で

必要な箇所はトレンチ調査をおこなっている。調

査区とトレンチをあわせて実掘面積は450㎡である

（第３・４図）。

　測量図および遺構図等の作成はすべて職員による

手実測をおこなっている。遺構写真、遺物出土状況

写真など調査での写真撮影は６×６の中版カメラを

使用し、カラー主体で撮影している。また、状況に

あわせてモノクロで撮影をしている。

第２節．発掘調査の経過
　調査は、平成21年７月27日から、作業員を入れ

て本格的な掘削作業を行っている。まず、曲輪３～

４の主軸に沿ってトレンチを設定し、地山（岩盤）

まで断ち割った（断割トレンチ）後、周囲の掘削を

している（第17図）。７月29日には、曲輪２と曲輪

３の間の斜面で中世の遺物である白磁片が出土。ま

わりを精査するも一点のみであった。８月４日には

古墳時代の土師器片が見つかる。９月２日主軸トレ

ンチから鉄剣の破片が出土したことにより、古墳の

存在が明確となった。また、北に向かって３基の古

墳が確認できた。９月16日曲輪３造成面範囲確認、

９月17日鉄器出土状況実測、９月18日１回目空撮、

９月24日曲輪１・２表土剥ぎ開始、10月１日鉄器取

り上げ、10月10日に現地説明会、その後、北川中学

校を対象に説明会を開催している。10月14日曲輪１

造成面範囲確認、10月27日区画溝２より土師器片出

土、11月４日家田城が立地する尾根の反対側尾根に

て試掘開始、11月９日２回目空撮、11月12日２号墳

第Ⅱ章　調査の概要

0 70m
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主体部掘削開始、鉄鏃、鉄剣１点ずつ出土、11月19

日３号墳主体部掘削開始、刀子１口出土、11月26日

３回目空撮、11月27日に調査を終了している。

第３節．整理作業の方法
3-1．遺跡名の整理

　本遺跡は当初中世山城を想定して調査を開始して

いるため、調査区を曲輪１、曲輪２…とし、古墳確

認後は検出順に古墳は１号墳、２号墳としていた。

しかし、路線外に古墳群が続く事が判明したため、

古墳群については、古墳群の南端である尾根の先端

に存在する古墳から１号墳、２号墳…と振り直して

いる。

3-2．遺物の整理

　水洗は、取り上げ遺物全てを対象とした。

　注記の遺跡名は、古墳出土のものを含めすべて西

の城跡の略称「ニシシロ」とし、「遺構・グリッド名

／層位／主体部出土ならびに埋土中で重要なものに

ついて遺構内での通しNo.」としている。土器の接合

は、すべて遺構外出土であるため個体分類を行った

後、接合できるものを行っている。金属器の保存処

理は、まず、事前調査として軟Ｘ線写真撮影を行い、

その後、処理前の実測・写真撮影を行っている。処

理前の実測が終了し、平成22年度に応急処置業務委

託を行っている。実測は職員による手実測を基本と

し、一部整理作業員の協力を得た。本遺跡は遺物量

がわずかであるため、写真撮影は鉄器についてはＸ

線写真を業務委託する他は、デジタルカメラで撮影

している。

現地説明会開会式

遺構説明の様子

調査区へと登る参加者

遺物説明の様子
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第６図　トレンチ配置図（S=1/200）

第１節．古墳群の調査
1-1.墳丘の調査

　本遺跡では、当初、古墳群を認識しておらず、主

郭から派生する細長い尾根を溝で区切った曲輪群の

みを想定し、調査を開始した。まず、曲輪の構造お

よび曲輪間の先後関係を確認するため、曲輪ごとの

主軸上にトレンチ（主軸トレンチ）を設定している。

はじめに設定した主軸トレンチ（Ｃ-Ｄトレンチ）に

１号墳の主体部横断面がかかっていたことから、こ

れらが区画溝によって区切られた古墳群を利用した

曲輪であったことが判明した。主軸トレンチ設定後、

墳丘および曲輪の範囲を特定するため、主軸に直交

するトレンチと放射状に配するトレンチを設定して

いる（第６図）。

　主軸トレンチは南からＡ～Ｆ、直交するトレンチ

はＧ～Ｌ、放射状に設定したトレンチはＭ～Ｐで表

している。また、本遺跡では、墳丘構築時の盛土と

曲輪構築時の盛土があるため（どちらも岩盤破砕礫

主体）、ここでは「墳丘構成盛土」・「曲輪構成盛土」

と呼んでいる。

　以下では、トレンチの概要および各古墳の墳丘に

ついて述べる。

【Ｃ-Ｄトレンチ】（第８図）

　南北には一段下がっている部分が見られ、これは

古墳間の区画溝と考えている。１号墳には、２号墳

～４号墳に見られるような盛土は確認できていない。

区画溝および埋土中にも破砕礫を含む層は確認でき

ていない。しかし、墓坑内では墓坑埋没時に上部も

しくは周囲から入り込んだものであろう破砕礫を含

む層を確認できている。このことにより、破砕礫主

体の盛土によって墳丘が形成されていたが、曲輪構

築時の平坦面確保のために墳頂部を削平している可

能性が高いと言える。その際、墳丘構成盛土であっ

た破砕礫は、後述する曲輪構成盛土として使用され

たものと考えられる。

第Ⅲ章　調査の記録
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第７図　家田古墳群遺構配置図（S=1/400）
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4号
主
体
部
埋
土
：
暗
褐
色
、
粘
性
強
い
、
小
礫
主
体

11
．
4号
主
体
部
埋
土
：
黄
褐
色
、
粘
性
強
い

12
．
4号
主
体
部
埋
土
：
赤
褐
色
、
粘
性
非
常
に
強
い
、
炭
化
材
多
く
含
む

13
．
4号
墳
墳
丘
盛
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
多
く
含
む

14
．
4号
墳
墳
丘
盛
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
主
体
、
50
㎝
以
上
の
巨
礫
含
む

15
．
区
画
溝
2埋
土
：
黄
褐
色
、
粘
性
弱
い
、
小
礫
多
く
含
む

16
．
区
画
溝
2埋
土
：
暗
褐
色
主
体
、
黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
、
破
砕
礫
少
量
含
む

17
．
区
画
溝
2埋
土
：
暗
褐
色
、
小
礫
含
む

18
．
区
画
溝
2埋
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
多
く
含
む

19
．
区
画
溝
2埋
土
：
黄
褐
色
、
小
礫
多
く
含
む

20
．
2号
主
体
部
埋
土
：
黄
褐
色
、
小
礫
多
く
含
む
、

21
．
2号
主
体
部
埋
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
主
体

22
．
2号
主
体
部
埋
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
多
く
含
む

23
．
2号
主
体
部
埋
土
：
暗
褐
色
、
破
砕
礫
多
く
含
む

24
．
2号
墳
墳
丘
盛
土
・
区
画
溝
3埋
土
：
黄
褐
色
、
小
礫
多
く
含
む

25
．
に
ぶ
い
黄
褐
色
、
粘
性
弱
い
、
小
礫
多
く
含
む

26
．
区
画
溝
3埋
土
：
黄
褐
色
、
粘
性
・
し
ま
り
あ
り
、
小
礫
混
ざ
る

27
．
1号
主
体
部
埋
土
：
黄
褐
色
、
粘
性
弱
い
、
小
礫
多
く
含
む

28
．
1号
主
体
部
埋
土
：
に
ぶ
い
黄
褐
色
、
粘
性
・
し
ま
り
あ
り
、
中
～
大
礫
多
く
含
む

29
．
1号
主
体
部
埋
土
：
褐
色
、
破
砕
礫
主
体

30
．
1号
主
体
部
埋
土
：
暗
褐
色
、
粘
性
あ
り
、
小
礫
を
少
量
含
む
、

31
．
1号
主
体
部
埋
土
：
黄
褐
色
、
粘
性
あ
り
、
岩
盤
風
化
層

32
．
区
画
溝
4埋
土
：
木
の
根
に
よ
る
攪
乱

33
．
区
画
溝
4埋
土
：
粘
性
あ
り
、
小
～
中
礫
含
む
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第８図　主軸トレンチ土層断面図①（S=1/80）



― 12 ―

【Ｄ-Ｅトレンチ】（第８図）

　このトレンチから、２号墳は尾根の上端を平らに

削り、盛土を行っていることがわかる。古墳群の中

で最も標高が高く、最大の古墳である。盛土の構成は、

３号墳、４号墳に見られるような拳大以上の礫では

なく、比較的小ぶりな礫が主体である。上端は削平

を受けているものとみられる。

【Ｅ-Ｆトレンチ】（第８図）

　掘削前は一つの平坦面として考えていたが、この

トレンチ内で４号墳の主体部、３号墳と４号墳の区

画溝が確認されたため、曲輪１としていた平坦面に

２基の古墳が存在していることがわかった。

　３号墳は、北側は盛土、南側は岩盤を削り出しと

いった、この古墳群の中でも特異な構築方法である。

はじめ、３号墳の主体部と思われた窪みは、直上に

植えられた檜の根が攪乱したものであった。４号墳

は礫主体の盛土で構成されている。礫主体であるた

め、盛土の単位および工法は判然としない。また、

盛土がかなり下方に流れていたため、墳裾は確認で

きなかった。また、古墳構築時の作業面などは確認

できていない。

　３号墳の墳丘北側に４号墳の盛土が被っていると

いう状況から、３号墳と４号墳の先後関係は、３号

墳→４号墳と考えられる。

　３号墳・４号墳ともに盛土構成礫は、地山である

四万十層群の岩盤が破砕したもので、おそらく尾根

上に古墳群を構築するために、岩盤を削った際に出

た破砕礫であろう。また、区画溝及び主体部の上層

には炭化物を含む暗褐色土が堆積している。この層

の上下で堆積する土の様相が異なることと遺物の出

土状況から、この暗褐色土層は旧表土として判断し、

これを境に同じ礫主体の盛土に時期差があると考え

ている。このトレンチで確認された層は、後述する

古墳築造以前の旧表土とは異なり、主体部が埋没し

曲輪構築時に黄褐色土によって平坦面が形成される

間に堆積しているため古墳築造後の地表面であると

考えられる。

【Ｇ-Ｈトレンチ】（第12図）

　このトレンチはもともと曲輪の範囲を確定するた

めにあけているため、３号墳と４号墳それぞれの主

軸に直交するものではない。墳丘構成盛土の上に黄

褐色土と破砕礫が混ざる層があり、その下には古墳

築造以前の旧表土が堆積していた。古墳築造以前の

旧表土と考えられる暗褐色の層が盛土の範囲内では

ほとんど確認できないことから、古墳築造のために

尾根上端（岩盤）を平らに削り、その破砕礫を盛土

として利用し、墳丘を形成していると考えられる。

【Ｂ-Ｃトレンチ】（第19図）

　曲輪４としていた曲輪の主軸に沿って設定したト

レンチである。古墳に関連する施設は確認できなかっ

た。しかし、曲輪３と曲輪４の間の斜面から土師器

片が出土している。これらは曲輪構成盛土の直下層

から出土したものであるため、曲輪３の盛土は曲輪

構成盛土と判断している。

1-2.主体部の調査

【１号墳】（第９・10図）

　家田古墳群を構成する墳丘では、丘陵の先端部に

位置し、調査区内の墳丘で最も低い部分に構築され

ている。古墳築造後、中世に入り城機能の平坦面造

成のために墳丘が削平されていると考えられ、残存

規模は上場で長さ5.4ｍ、幅約７ｍを測る。墳形はほ

ぼ方形を呈していると考えられる。中央付近の標高

は約55.8ｍ、墳裾と想定されるラインからの高低差

は、0.6ｍを測る。

　主軸トレンチ（Ｃ-Ｄトレンチ）の土層断面に１号

墳の墓坑横断面が確認できる。主体部は岩盤を刳り

抜いた長軸4.6ｍ、短軸２ｍ、深さ0.6ｍの規模で、

主軸方向はほぼ東西である。平面プランは短軸東側

が西に比べやや幅広い台形状を呈している。東西両

方向に排水用と推察される幅約0.4ｍの溝を有する。

主体部は一度掘り返されているためか、黒色土と破

砕礫が混在する埋土が堆積する部分がある。埋葬施

設の痕跡は確認できていない。遺物の出土状況から

頭位方向は西側と考えられる。

【２号墳】（第11・13図）

　今回調査した墳丘の中で最高所に位置し、標高約

58ｍを測る。墳頂部は、くびれた隅丸長方形を呈し、

長さ約７ｍ、幅は全掘できていないが調査区内だけ

で4.5ｍあり、推測で５ｍ以上の規模となると考えら

れる。墳裾部と想定されるラインから墳頂部までの

高低差は北側で約0.8ｍ、南側で約２ｍを測る。

　主体部は、長軸3.2ｍ、短軸2.2ｍ、深さ0.6ｍの隅
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第９図　1号墳　墳丘測量図（S=1/80）

丸方形の主体部である。主軸は南北方向。土層断面

で盛土と岩盤の一部を掘り込んだ墓坑の立ち上がり

が確認できた。埋土は岩盤破砕礫主体で暗褐色であ

る。まず壁（盛土）が崩落し、天井が陥没したよう

な埋没状況が確認できる。埋葬施設の痕跡は確認で

きなかった。頭位方向は不明である。

【３号墳】（第12・13図）

　墳頂部は、長さ約４ｍ、幅4.5ｍの円形を意識して

おり、墳頂の一部が確定できていないが、南西側に

突き出し部分を持つような形状である。墳頂と墳裾

と想定されるラインの高低差は0.3 ～ 0.4ｍと僅かで

ある。

　主体部は、長軸2.1ｍ、短軸1.1ｍ、深さ0.9ｍであ

る。推定される墳丘の中央よりだいぶ北よりであり、

南東方向に主軸が振れている。南壁は岩盤破砕礫を

主体とした盛土で構成され、北壁は岩盤を成形して

いる。埋葬施設の痕跡は確認できなかった。頭位方

向は不明である。

　Ｅ－Ｆトレンチで先述したとおり、盛土の状況か

ら３号墳と４号墳の先後関係は３号墳→４号墳と考

えられる。

【４号墳】（第13図）

　墳頂部と墳裾が一部確認できないが、楕円形を呈

する墳形と推察される。規模は墳頂部で長さ約3.8ｍ、

幅約4.5ｍ、高低差は北側で約0.5ｍを測る。

　主体部は破砕礫主体の盛土を切り込んだ方形の土

坑である。長軸は2.8ｍ、短軸は1.3ｍ、検出面から

の深さは約0.5ｍで、主軸方向は東西である。木棺を

埋葬すると想定するとやや浅い。また、木棺の痕跡

は確認できなかったが、墓坑の横断面の中で水平堆

積する層が中位で確認できたため、墓坑を木蓋のよ

うなもので封鎖した後、そのまま陥没した可能性も

考えられる。

　墓坑の床面直上の層には炭化材および炭化物が多

く含まれていた。木炭槨も想定できるが炭化材とし

て出土したものが少ないため推測の域をこえない。

0

56.0m

55.5

55.8

55.0

2m

55.0m
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第 10図　1号墳主体部　平面図・断面図（S=1/40）
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第 11図　2号墳　墳丘測量図（S=1/80）

58.5m

0 2m

57.0m

56.0m

57.5

57.057.0
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直交トレンチ（４号墳東西方向）
 1 ．表土１：腐植土
 2 ．表土２：暗褐色、破砕礫少量混ざる、樹木による攪乱か？
 3 ．表土３：暗褐色、破砕礫少量混ざる
 4 ．表土４：黄褐色、粘性弱い、小礫少量混ざる
 5 ．暗褐色、破砕礫主体、墳丘盛土が流れたものか？
 6 ．黄白色粘質土、礫非常に少ない
 7 ．暗褐色、粘性弱い、礫非常に少ない
 8 ．暗褐色、破砕礫・小礫多く含む、炭化物少量含む
 9 ．暗褐色、破砕礫主体
10．暗褐色、破砕礫主体だが、粘性の弱い土が所々混ざる
11．旧表土：暗褐色、粘性弱い、炭化物多く含む
12．４号墳墳丘盛土：褐色、礫主体
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第 12図　3,4 号墳墳丘測量図・断面図（S=1/80）
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第 13図　2,3,4 号墳主体部　平面図・断面図（S=1/40）
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第２節．出土遺物
　出土遺物は、今回の調査範囲内で、鉄鏃22本・鉄

剣５振・刀子１口が出土している。

2-1.主体部内の遺物出土状況

　遺物が出土しているのは、１～３号墳である。１

号墳からは南壁に沿うように鉄鏃が束にした状態で

出土しており、鏃身先はすべて東方向を向いている。

床面から若干浮いた状態で出土している。鉄剣は北

壁に沿うように１振、墓坑中央に長軸に平行するよ

うに２振、短軸に平行するように１振出土してい

る。ちょうど鉄剣、鉄鏃に囲まれるように中央に空

間がみられる（第10図）。２号墳からは鉄鏃が西壁

際、鉄剣が東壁際から出土している（第13図）。鉄

鏃は床面から若干浮いた状態で出土しており、鏃身

の半分が欠損していることからも原位置は保ってい

ないと判断できる。一方、鉄剣は切先を北側に向け、

刃は内側を向いていた。床面に接地していることか

らも、副葬時のままの位置であることがうかがえる。

３号墳の刀子は東壁際、盛土の構成礫の隙間に切先

が下向きの状態で出土している（第13図）。原位置

は保っていない。

2-2.主体部内出土遺物

【鉄鏃】（第14・15図１～ 22）

　鉄鏃は１号墳で柳葉鏃６本、短頸鏃11本、鏃身形

態不明２本、「柳葉状」の形態を示す鏃が２本、２号

墳で圭頭鏃１本、計22本出土している。１～ 21は

１号墳出土である。１～７・17・19～ 21は短頸鏃で、

そのほとんどが鏃身形態三角であるが、19だけ形態

を異にし短頸化が顕著である。１～２・４～７・20

～ 21は鏃身関部が二段である。２～７・17・19 ～

21は口巻が確認でき、矢柄と考えられる木質も残存

する。４の木質残存部分の同定分析結果は、イネ科

タケ亜科の組織であった。８～ 11・14 ～ 15は柳葉

鏃で９と15は山形の関をもついわゆる鳥舌鏃で、い

ずれも口巻が確認でき、矢柄が残存する。10と14は

鏃身部が少しいびつな形状を示す。16・18は「柳葉

状」の形態を示す鏃である。16は18に比べると刃部

先端が尖るような形状を示すが、18は刃部先端が尖

らずやや丸く収まるような形状を示す。16・18は口

巻、矢柄とも一部残存している。22は２号墳出土の

圭頭鏃で、鏃身上部のみ残存している。下半は欠損

しているため茎部の形状は不明である。

【鉄剣】（第16図23～ 27）

　１号墳で４振、２号墳で１振、計５振出土している。

23 ～ 26は１号墳出土のものである。23は切先から

茎部まで残存している。茎部分には目釘穴もはっき

り確認でき、繊維痕跡も一部みられる。柄装着時に

巻いたものと考えられる。剣身部に木質が付着して

おり鞘の一部が付着したと考えられる。分析の結果、

イネ科タケ亜科の組織であった。24は銹化が激しく

切先と茎尻が欠損している。剣身部に一部木質付着、

茎には目釘穴が２つあることが確認できる。25は茎

の下半部を欠損しているが、残存長43㎝、柄部分に

木質が付着している。分析の結果、モクレン科モク

レン属の組織である。茎の欠損部分に目釘穴の痕跡

が確認できる。26は、本遺跡出土の鉄剣の中で最大

で47㎝の残存長を測る。切先部と柄に近い部分に木

質が付着している。木質は25と同様、モクレン科モ

クレン属。片関と考えられる。27は２号墳出土のも

のである。茎の下端が欠損しているが、切先から茎

の一部が残存している。やや幅広で茎幅が変わらな

い直線的な直茎である。両関を持つと考えられる。

【刀子】（第16図28）

　３号墳で１本出土している。茎部分は目釘穴が確

認でき、下半部欠損。切先付近に木質が付着している。

2-3.主体部以外からの出土遺物

　区画溝２の東側、１号墳の南側斜面から土師器が

出土している（第17図）。すべて破片であったため

正確な個体数の特定は判然としない。29は短頸壺の

頸～胴部である。２号墳と３号墳の間の斜面から出

土している（第17図）。意図的な打欠痕跡は見られず、

横に倒れたような出土状況からも古墳に樹立してい

たものが転がり落ちた残骸であると考えられる。焼

成は甘く、外面のみ風化が著しい。外面調整は頸部

付近は横方向のナデ、胴部はナナメもしくは横方向

のナデである。内面はナデ調整である。30は高坏の

脚部である。外面調整はナデ、内面調整はそれに加

えて指押えの痕跡が確認できるが、29と同様に風化

が著しく判然としない。29、30共に胎土には赤い小

礫を含んでいる。



― 19 ―

第 14図　鉄器実測図（1）（S=1/2）
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第 15図　鉄器実測図（2）（S=1/2）
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第 16図　鉄器実測図（3）（23～ 27,S=1/3，28,S=1/2）
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第 17図　遺物出土状況図・出土遺物実測図



第１表　遺構一覧表（単位：ｍ）

遺構名
墳丘 主体部

出土遺物（遺物番号） 備　　考
平面形 規模 平面形 長軸 短軸 深さ 主軸方向 頭位方向

1号墳 方形 5.4×7.0 台形 4.6 2.0 0.6 東西 西 鉄剣（18～21）、鉄鏃（1～15、17） 東西方向に排水用と考えられる溝を有す
2号墳 楕円形 7.0×4.5 隅丸方形 3.2 2.2 0.6 南北 － 鉄剣（22）、鉄鏃（16） 1・2号墳で区画溝を共有
3号墳 円形 4.0×4.5 隅丸方形 2.1 1.1 0.9 南東 － 刀子（28） 2・3号墳、3・4号墳で区画溝を共有
4号墳 楕円形 3.8×4.5 隅丸方形 2.8 1.3 0.5 東西 － － 多量の炭化物が出土

第２表　土器・陶磁器・石器観察表

№ 出土地点 器種 部位
調整・文様 色　調

胎　土 備　考
外面 内面 外面 内面

29 区画溝１ 壺 頚部～底部 ナデ ナデ 黄橙
（Hue7.5YR8/8）

黄橙
（Hue7.5YR8/8） 砂粒少なめ赤石含む ー

30 ー 高坏 脚部 ナデ、不明瞭 指ナデ指押さえ 橙
（Hue.7.5YR6/6）

橙
（Hue.7.5YR6/6） 赤石含む 風化のため不明瞭

31 曲輪2/3 白磁碗 口縁部 ー ー 灰
（Hue7.5Y6/1）

灰
（Hue7.5Y6/1） 緻密 ちぢれ有り

№ 出土地点 器種 石材
計測値

備　　考
最大長(㎝) 最大幅(㎝) 最大厚(㎝ ) 重　量(g)

32 曲輪３ 火打石 チャート 3 2.7 1.4 10.2 折損の可能性有り

第３表　鉄鏃計測表（単位：cm）

№ 出土遺
構 鏃身 関 全長

鏃身部 頸　部 茎　部
備　　考

長さ 幅 厚さ 長さ 幅 厚さ 長さ 幅 厚さ
1 １号墳 三角 二段 （6.1） 2.7 1.8 0.2 （3.4） 0.5 0.35 － － －
2 １号墳 三角 二段 （6.9） 2.4 1.5 0.25 3.3 0.55 0.4 （1.2） 0.3 0.4
3 １号墳 三角 角 （7.9） 1.7 1.5 0.2 4.1 0.55 0.35 （2.1） 0.35
4 １号墳 三角 二段 （9.5） 2.2 1.5 0.2 2.8 0.5 0.5 （4.5） 0.45 0.5
5 １号墳 三角 二段 （9.6） 1.9 1.5 0.2 3.8 0.6 0.35 － － －
6 １号墳 三角 二段 （10.0） 2.3 1.9 0.3 3.1 0.45 0.4 － － －
7 １号墳 三角 二段 （10.0） 2.4 1.4 0.25 3.2 0.5 0.4 （2.9） － －
8 １号墳 柳葉 無し 9.1 5.9 1.6 0.25 － － － 3.2 0.5 0.3
9 １号墳 柳葉 山形 （10.3） 4.8 1.3 0.35 － － － － 0.4 0.4
10 １号墳 柳葉 無し （7.4） 6.7 1.5 0.2 － － － （0.7） 0.45 0.2
11 １号墳 柳葉 無し （6.1） 5.6 1.7 0.25 － － － （0.5） 0.7 0.4
12 １号墳 － － （3.5） － － － － － － （3.5） 0.7 0.3
13 １号墳 － － （4.7） － － － － － － （4.7） 0.5 0.5
14 １号墳 柳葉 無し （6.5）（6.5） 1.5 0.35 － － － － － － 15と錆着
15 １号墳 柳葉 山形 （9.3） 5.0 1.5 0.25 － － － － 0.4 0.5 14と錆着
16 １号墳 － 無し 11.9 6.5 2.7 0.25 － － － 5.4 0.6 0.35 17と錆着
17 １号墳 三角 角 （8.8） 2.4 1.5 0.25 3.1 0.65 0.45 － － － 16と錆着
18 １号墳 － 無し （14.1） 8.3 3.2 0.4 － － － （5.8） 0.7 － 19・20・21と錆着
19 １号墳 － 無し （9.5） 1.3 1.3 0.35 2.1 0.6 0.35 （6.1） － － 18・20・21と錆着
20 １号墳 三角 二段 9.1 2.4 1.3 0.25 2.9 0.6 0.4 3.9 0.4 0.3 18・19・21と錆着
21 １号墳 三角 二段 （11.2） 2.3 1.7 0.3 3.3 0.5 0.35 （5.6） － － 18・19・20と錆着
22 ２号墳 圭頭 － （4.0）（4.0）（4.6） 0.35 － － － － － －

第４表　鉄剣・刀子計測表（単位：cm）

№ 出土遺構 関 全長
剣（刀）身部 茎　　部

備　　考
長さ 幅 厚さ 長さ 幅 厚さ

23 １号墳 無 24.8 17.3 2 0.4 7.5 1.7 0.4 茎に布痕。剣身部に木質付着
24 １号墳 両 （33.6） （25.8） 2.8 0.45 （7.8） 1.7 0.35
25 １号墳 － （42.1） 39.1 2.8 0.3 （3.0） 1.6 0.25
26 １号墳 片 （47.0） 39.4 2.8 0.45 （7.6） 2.5 0.5
27 ２号墳 両 （24.8） 19.9 3.0 0.4 （4.9） 1.6 0.4
28 ３号墳 － （14.2） － 1.5 － － 1.6 － 刀子
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第３節．曲輪群の調査
3-1.曲輪の調査（第18・19・20図）

　本調査前の踏査段階で、曲輪と想定された平坦面

を６つ確認しており、これを曲輪１～６として調査

を開始している（第22図）。まず主軸に沿ってトレ

ンチを設定し、土層堆積状況の確認を行っている（第

７図）。前述したとおりこの主軸トレンチで古墳の主

体部がかかったため、すべてのトレンチは地山（岩

盤）まで掘り抜いている。曲輪６は主軸トレンチ（Ａ

－Ｂトレンチ）調査の結果、山裾に向かって緩やか

に傾斜しており、自然地形を残していることを確認

した。地山成形による平坦面は確認できなかったた

め、曲輪６は曲輪とは認定せず城域から除外してい

る。また、曲輪５に関しては比較的広い平坦面と考

えていたが、実際は曲輪５としていた北端に地山を

削り出した１ｍ程度の平坦面を確認するのみで、こ

の平坦面以南は曲輪６同様、自然地形を残していた。

曲輪５については曲輪４と名称を改めている。

　また曲輪３・４は踏査の段階で平坦面の中央あた

りに窪みを確認していたため、区画溝もしくは堀切

などで区画された２つの曲輪を予想していた。しか

し、曲輪３と４の間には区画が存在しなかったため、

一つの曲輪であることが確認できている。そのため、

曲輪３と統合している。

【曲輪１】（第18図）

　調査区北端で検出された。長軸9.5ｍ、短軸5.0ｍ、

面積47.5㎡、標高56.5ｍ～ 56.0ｍを測る。平面は長

方形を呈し、３号墳、４号墳の墳丘上部を削って造

られた平坦面である。

【曲輪２】（第18図）

　２号墳上面で検出された。長軸5.8ｍ、短軸4.0ｍ、

面積23.2㎡、標高58ｍ～ 57.75ｍを測り、平面形は

長方形を呈する２号墳の墳丘を削って造られた平坦

面である。規模は小さいものの、検出された４つの

曲輪の中で最も標高の高い場所に位置するが、曲輪

１と曲輪３との標高差は1.5ｍ程度しかなく、防御機

能は弱いと考えられる。

【曲輪３】（第18図）

　調査区のほぼ中央で検出された。平面形は南北に

細長い長方形を呈しており、長軸15.4ｍに対して、

短軸は北端5.4ｍ、中央5.0ｍ、南端2.2ｍと尾根の先

端に向かうにつれて狭まっていく。面積は58.5㎡と

調査区内の曲輪としては最大の面積を誇る。また、

標高は56.75ｍ～ 55.25ｍと高低差が1.5ｍあり北か

ら南へ向けて緩やかに傾斜している。

【曲輪４】（第18図）

　調査区南端で検出された。長軸3.4ｍ、短軸1.3ｍ、

面積4.1㎡、標高49.5ｍ～ 49.0ｍと調査区の中で最

も低い場所に位置する、狭い平坦面である。

【犬走り状遺構】（第18図）

　主に尾根の西側斜面から検出された。西側斜面は

急傾斜であり、トレンチ調査で平坦面の確認を行っ

た。そのため犬走り状遺構の全貌を明らかにするこ

とはできなかったが、調査で確認できた範囲での全

長は約13.5ｍ、幅は平均1.2ｍ弱と人一人がやっと通

れるほどの広さしかない。

　いずれも曲輪として機能していた時期の遺構は確

認できていない。

3-2.曲輪の機能

　曲輪４までを城域とする。犬走り状の平坦面は、

曲輪３の中腹に廻っている。また、曲輪２の西斜面

にも平坦面が認められる。

　曲輪３の調査当初は表土直下が岩盤であると考え

ていたが、先行トレンチ（Ｂ-Ｃトレンチ）を掘削し

た結果、曲輪３の中央部分から以南は、岩盤から現

状の高さ（約1.5ｍ）まですべて盛土であった。盛土

は岩盤が砕けた礫主体である。まず外側に土手状に

盛り、その内側に同じ礫主体の土を充填していく方

法をとっている。曲輪３と曲輪４には２ｍ以上の高

低差があるため、この盛土は敵の進入を防ぐ「切岸」

的要素の高い機能を持っていたと考えられる。

3-3.出土遺物

　曲輪２と曲輪３の斜面から華南系と思われる端反

碗片が１点出土している。石器は火打石のみである。

曲輪３の西斜面から１点出土している。おそらく北

川で容易に採取できるであろう、節理のよく入った

チャートを用いる。比較的端正な剥片を準備し、両

側縁の鋭い稜線を火打金に打ち付け使用している。

その結果、両側縁の稜線はよく潰れ、特に右側縁が

顕著である。火打石の上下端は潰れ等がなく、折損

した可能性がある。
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第 18図　家田城跡遺構配置図（S=1/400）
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第 19図　主軸トレンチ土層断面図②（S=1/80）
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第 20図　直交・放射状トレンチ土層断面図（S=1/80）
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　本遺跡は古墳時代と中世という二つの時期がある

ので、その詳細な時期決定を目的とし、調査中に出

土した炭化物を対象に放射性炭素年代測定を実施し

た。また、古墳から出土した鉄製品に付着する木質

の材質調査も実施した。

第１節．放射性炭素年代測定
１．はじめに

　放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などに

より生物体内に取り込まれた放射性炭素（14C）の濃

度が放射性崩壊により時間とともに減少することを

利用した年代測定法である。樹木や種実などの植物

遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定

対象となり、約５万年前までの年代測定が可能であ

る。

２．試料と方法

　遺跡内から出土した５点の炭化物を対象とした。

いずれも超音波洗浄と酸－アルカリ－酸処理を施し

たのち、加速器質量分析法を用い計測を行った。

３．測定結果

（１）δ
デルタ

13C測定値  

　試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同

位体比（13C/12C）。この値は標準物質（PDB）の同位

体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13C値を

－25（‰）に標準化することで同位体分別効果を補

正する。

（２）14C年代測定値

　試料の14C/12C比から、現在（AD1950年基点）か

ら何年前かを計算した値。14Cの半減期は5730年で

あるが、国際的慣例によりLibbyの5568年を用いた。

統計誤差は１σ
シグマ

（68.2％確率）である。

（３）暦年代（Calendar Age）

　過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中
14C濃度の変動および14Cの半減期の違いを較正する

ことで、より実際の年代値に近づけることができる。

暦年代較正には、年代既知の樹木年輪の詳細な14C測

定値およびサンゴのU/Th（ウラン/トリウム）年代

と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用し

た。較正曲線データはIntCal 09、較正プログラムは

OxCal 3.1である。

　暦年代（較正年代）は、14C年代値の偏差の幅を較

正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCalの確率法

により１σ
シグマ

（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で

示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の1σ・

２σ値が表記される場合もある。（　）内の％表示は、

その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラフ中の

縦軸上の曲線は14C年代の確率分布、二重曲線は暦年

較正曲線を示す。

４．所見

　加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年

代測定の結果、№1では1215±20年BP（２σの暦年

代でAD710 ～ 750, 760 ～ 890年）、№2では1690

±20年BP（AD250 ～ 300, 320 ～ 420年）、№3で

は4415±25年BP（BC3270 ～ 3240, 3100 ～ 2920

年）、№4では330±20年BP（AD1480 ～ 1650年）、

№5では3470±25年BP（BC1890 ～ 1730, 1710 ～

1690年）の年代値が得られた。
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第５表　試料と方法

試料№ 地点・層準 種類 前処理 測定法

№１ 溝状遺構断面炭サンプル 炭化物 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

№２ 3－4トレンチ，炭1 炭化物 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

№３ 3－4トレンチ，炭4 炭化物 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

№４ 曲輪3トレンチ，炭3 炭化物 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

№５ 主体部4，炭1－2 炭化物 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 AMS

AMS：加速器質量分析法（Accelerator Mass Spectrometry）

第６表　測定結果

試料№ 測定№
（PED－）

δ13C
（‰）

14C年代
（年BP）

暦年代（較正年代）

１σ（68.2％確率） ２σ（95.4％確率）

№１ 15966 －27.72±0.16 1215±20 AD770－830 （45.7%）
AD835－870 （22.5%）

AD710－750 （  6.5%）
AD760－890 （88.9%）

№２ 15967 －25.05±0.19 1690±20 AD335－400 （68.2%） AD250－300 （12.0%）
AD320－420 （83.4%）

№３ 15968 －25.84±0.21 4415±25
BC3100－3010 （61.6%）
BC2980－2960 （  4.8%）
BC2950－2940 （  1.8%）

BC3270－3240 （  3.9%）
BC3100－2920 （91.5%）

№４ 15969 －28.39±0.19 330±20
AD1510－1530 （10.8%）
AD1540－1600 （44.5%）
AD1610－1640 （12.9%）

AD1480－1650 （95.4%）

№５ 15970 －26.30±0.12 3470±25
BC1880－1840 （26.2%）
BC1820－1790 （13.3%）
BC1780－1740 （28.7%）

BC1890－1730 （94.0%）
BC1710－1690 （  1.4%）

BP：Before Physics（Present），BC：紀元前，AD：紀元後
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第 21図　暦年較正結果
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第２節 ．金属製品に付着する木質の材質
調査

１．はじめに

　宮崎県に所在する西の城跡で出土した金属製品の

うち５点には、その表面に木質が付着していた。そ

れらの材質について調査を行ったので、以下にその

結果を報告する。

２．資料

　調査した資料は表１に示す金属製品５点である

（写真１～９）。

観察方法

　資料本体から採取した木質の試料をエポキシ樹脂

に包埋し研磨して、木口（横断面）、柾目（放射断面）、

板目（接線断面）面の薄片プレパラートを作製した。

このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

３．分析結果

　観察結果の表２と顕微鏡写真を示し、以下に各種

の主な解剖学的特徴を記す。

1）イネ科タケ亜科

　（資料No.1,5）

　（写真No.1,5）

　横断面、放射断面で維管束とほかに厚壁繊維の組

織やその他の基本組織の細胞がみられる。

2）モクレン科モクレン属（Magnolia sp.）

　（遺物No.2,3）

　（写真No.2,3）

　散孔材である。木口ではやや小さい道管（～

110μm）が単独ないし２～４個複合して多数分布

する。軸方向柔組織は１～２層の幅で年輪界に配列

する。柾目では道管は単穿孔と側壁に階段壁孔を有

する。放射組織はすべて平伏細胞からなる同性と平

伏と直立細胞からなる異性がある。道管放射組織間

壁孔は階段状である。板目では放射組織は１～３細

胞列、高さ～ 700μｍとなっている。モクレン属は

ホオノキ、コブシなどがあり、北海道、本州、四国、

九州に分布する。

3）樹皮

　（遺物No.4）

　（写真No.4）

　横断面では錆が見えるだけで矢柄は残存していな

かった。接線断面では短冊状の細胞が放射方向に規

則正しく配列しているのが見られるが、特徴らしき

ものが見られないので判別は出来ない。

第７表　調査資料の概要
No. 委託No. 資料名 概　　要 写真No.

1 1 鉄剣 木質付着。茎部分に布（剣4） 1,2

2 2 鉄剣 柄部分に木質付着（剣1） 3,4

3 3 鉄剣 木質付着。（剣2） 5,6

4 6 鉄鏃束 4本錆着。樹皮残存。虫圧痕？ 7,8

5 12 鉄鏃 矢柄残存 9

第８表　調査資料の観察結果
No. 委託No. 資料名 木　　質 遺物No.

1 1 鉄剣 イネ科タケ亜科 23

2 2 鉄剣 モクレン科モクレン属 25

3 3 鉄剣 モクレン科モクレン属 26

4 6 鉄鏃束 樹皮 18,19,20,21

5 12 鉄鏃 イネ科タケ亜科 4
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写真1：No.1 鉄剣 写真2：No.1 鉄剣拡大 

  
写真3：No.2 鉄剣 写真4：No.2 鉄剣拡大 

  

写真5：No.3 鉄剣 写真6：No.3 鉄剣拡大

  

写真7：No.6 鉄鏃束 写真8：No.6-3 鉄鏃 

 
写真9：No.12 鉄鏃

 
横断面（No-1） 放射断面（No-1）

（←は試料採取箇所）
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木口（No-2） 柾目（No-2） 板目（No-2） 

木口（No-3） 柾目（No-3） 板目（No-3）

横断面（No-4） 放射断面（No-4） 

横断面（No-5） 放射断面（No-5）
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第１節　家田古墳群について
1-1．家田古墳群の概要と墳丘構造

　今回の調査により調査区内から４基の古墳が確認

された。墳丘は狭小な尾根を整形して構築されてい

るため形状が限定されると考えられるが、１号墳が

方形、２号墳がくびれた隅丸長方形、３号墳と４号

墳が不整ではあるが円墳を意識している。

　１号墳は尾根の先端部に位置し、城機能構築のた

めか、後世の造成を受けて墳丘構成土（ここでは構

成礫）が削平されている。また、尾根を分断する区

画溝を設けている。

　２号墳は、調査区内で一番高所にあり、墳丘の北

側と南側に狭い尾根を区画するための溝を設けてい

る。南側の溝は１号墳と、北側の溝は３号墳との共

有を意識していると考えられる。墳丘断面を観察し

た結果、城造成面による墳丘の削平が見られるが、

その影響はごく一部で墳丘を構成する礫層は残存し

ていた。

　３号墳は、円墳を意識した形状を呈しており、墳

丘は地山である岩盤と礫層で構成されている。南側

の溝は２号墳と北側の溝は４号墳と共有していると

考えられる。

　４号墳は礫層で構成された墳丘で、３号墳と接す

る南側に溝を有するが、北側には溝をもたない。

　今回の調査で確認された家田古墳群の特徴として、

　１．地山を削り出した後、その削った土もしくは

礫を盛土として墳丘を成形する。

　２．墳丘は、明らかなマウンドは意識しておらず、

かろうじて高まりが確認できるものである。

　３．古墳間で共有する区画溝を有する。

　１については、延岡市を中心とする五ヶ瀬川・祝

子川・北川流域で同じような事例は今の段階では確

認されていない（註1）。また、２・３については、

延岡市内周辺の古墳群は尾根上に構築されることが

多いが、本遺跡の古墳群のように尾根を分断する溝

を持つタイプではなく、各古墳に周溝を設けるか、

もしくは周溝を持たないものがほとんどである。加

えて墳丘の盛土はマウンドを意識した造りである。

最近の調査例では延岡市内の上多々良古墳群も尾根

上に構築された古墳群であるが、本遺跡で確認され

た古墳間を共有する溝等は見られない。

　家田古墳群が所在する北川流域での古墳調査例が

少ないこともあるが、今後、本古墳群同様、新たに

発見など調査例が増加することにより流域での古墳

築造の状況が明らかになっていくと考える。

　なお、今回の調査区内で４基の古墳を調査したが、

調査区外の南側の斜面は、一部が宅地化のため掘削

されていることを除き、踏査や試掘の結果から墳丘

が存在する可能性はなく、１号墳が尾根の最先端部

に位置する墳丘と思われる。逆に北側の調査区外に

目を向けると、尾根高所部に向かって、いくつかの

高まりが並んでいる状況が確認できる（第23図）。

もちろん調査区外ということで確認調査は実施でき

なかったが、形状から４～５基の古墳が存在する可

能性が高いと考えられる。このことは、城の縄張り

図で想定されている曲輪（第23図）にも対応してお

り、墳丘を利用して曲輪として後世に造成している

ことが想定される。

1-2．出土遺物にみる古墳群の位置付け

　家田古墳群から出土した遺物は、主体部内に副葬

された鉄鏃を中心とした鉄器と墳丘周辺から出土し

た土師器がある。これらの遺物から古墳群の時期的

位置付けを行いたい。

　まず、土師器壺は２号墳と３号墳の間の区画溝か

ら出土した。土師器高坏は１号墳南側の斜面から出

土している。鉄鏃は１号墳から21点、２号墳から１

点が出土した。鉄剣は１号墳から４振、２号墳から

１振出土した。刀子は３号墳から１口出土している。

　鉄鏃は、水野敏典氏の分類に倣い（註2）、本遺跡

出土の資料を整理した。結果、出土した鉄鏃は、す

べて有茎鏃で、無頸と有頸の鏃がある。短頸鏃と長

頸鏃の違いは頸部の長さ10㎝以下が短頸、10㎝以上

が長頸という西岡千絵氏の研究がある（註3）。それ

に当てはめれば家田古墳群出土の短頸鏃の頸部はす

べて10㎝未満であるため短頸鏃と言える。

　本古墳群出土鉄鏃の鏃身形態については、有頸鏃

第Ⅴ章　まとめ
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群は短頸の三角形鏃で、なかでも鏃身部の関が二段

のタイプがほとんどである。有茎鏃は柳葉鏃と第Ⅲ

章第２節で記述したが形状を「柳葉状」とした鏃が

ある。

　また、本古墳群出土の鉄鏃の組成は、三角形短頸

鏃・柳葉鏃・「柳葉状」の鏃・圭頭鏃であり、主に三

角形短頸鏃と柳葉鏃が大半を占める。長頸化が見ら

れない三角形鏃身の短頸鏃と山形関である柳葉鏃（い

わゆる鳥舌鏃）という組み合わせが確認できること

から、本遺跡の鉄鏃は中期前半に位置付けることが

できる。

　２号墳、３号墳の間の区画溝から出土した土師器

壺は、口縁部がやや直立気味に立ち上がり、胴部最

大径がほぼ中央に位置している。また、曲輪３と曲

輪４の間の斜面から出土した土師器高坏の脚部はエ

ンタシス状の長脚を特徴に持つ。これに加えて主体

部内の副葬品や墳丘周辺から須恵器がまったく出土

していないことなどからも、本遺跡出土の土師器は

鉄鏃のセット関係が示す時期と同様に中期前半であ

ると考えられる。

　以上のことから本遺跡の出土遺物はいずれも中期

前半を示しており、古墳群の築造時期も概ね中期前

半と考えられる。

第２節　家田城と北川町内の中世山城
2-1．家田城の構造

　家田城跡は、平成16年に地元での聞き取り調査、

さらに縄張り調査を経て城跡としての報告がなされ

た。

　報告では、北側の尾根を堀切で断ち切り、独立さ

せて築城する方法をとっており、最高所に位置する

主郭を中心に、南北あるいは、北東・南西の方向に

も曲輪群が展開されているとある（註4）。

　この報告をふまえた上で現状における家田城跡の

規模は、主郭部分と考えられる最高所の曲輪が標高

約81ｍ、最大幅は南北約180ｍ、東西約70ｍと南方

向に伸びる尾根に沿って細長い様相を呈している。

主郭部は632.5㎡と調査区内で最大規模を誇った曲

輪３の10倍以上の面積を測っている。主郭部の北

と東にもそれぞれ１段ずつ曲輪を設け、その２つの

曲輪に沿うように高低差約２ｍの堀切が掘られてい

る。堀切よりも北の尾根はなだらかな斜面になって

おり、山城に伴う遺構は確認できなかった。よって、

この堀切が城域の北端と言える。東には堀切を挟ん

で南北に細長い平坦面が確認できる。更に東側斜面

にも小さな曲輪が設けられているが、縄張り図だけ

ではそこに曲輪を配した意図を読み解くことができ

なかった。しかし、この東側のラインに他の箇所と

比べて厳重な防御の意識が見て取れることから、東

側斜面の曲輪は家田城跡の構造上なんらかの理由で

必要なものであったことが推測できる。主郭部の南

側には階段状に３つの曲輪を配しており、今回調査

区となった南西曲輪群も合わせて考えれば、家田城

跡の基本的な防御の意識は南方向に向いていると予

測できる。また、縄張り図からは西側斜面に防御構

造が一切見られないような印象を受けるが、西側に

は川坂川が流れており、家田城跡がある山裾は戦前

まで「城窪（じょうくぼ）」という地名が残っていた

という話もあることから、川坂川を堀に見立てたと

考えられるだろう。また、南西に伸びる尾根沿いには、

今回調査対象となった４つの曲輪を含めて、連鎖状

に築かれた７つの曲輪が存在していることが分かる。

第22図が示すＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの曲輪が今回調査を行っ

た曲輪である。Ａは３号墳、４号墳の墳丘を削り平

坦面を作っており、本調査時の曲輪１に当たる。Ｂ

は南西の尾根筋に築かれた曲輪群の中で最高所に位

置することから櫓台とされていた。Ａと同様に２号

墳の墳丘の一部を削って造られており、調査では曲

輪２に相当している。しかし、櫓台であることを確

認できるような遺構は見つからなかった。Ｃに当た

る曲輪３は南北に細長く、北半分は１号墳の墳丘を

削って造られており、南半分は本報告にもあるよう

に1.5m以上の盛土をし、Ｄに相当する曲輪４との高

低差を２ｍ以上もたせ、敵の侵入を防ぐ「切岸」的

な構造をしている。以上のことは縄張り図と調査結

果が一致していることを示した。また、縄張り調査

では確認できなかったものの、曲輪３と曲輪４の間

の斜面中腹には犬走り状遺構が巡っている。犬走り

状遺構は尾根先端部の西側斜面を中心に存在するが、

城域内のどのあたりまで巡るかは今回の調査では確

認できなかった。

　以上の結果から、城域は、南北は縄張り図に表現
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された北端の堀切から今回調査した曲輪４、東西は

東側の谷部、上記にあるように川坂川を堀に見立て

たと推測できるため西側の川坂川まで含めている。

2-2．家田城の歴史的位置づけ

　今回の発掘調査では、家田城跡の存続期間につい

て直接言及できるような資料は、遺構・遺物共に確

認することができなかった。唯一、中世段階のもの

と考えられる白磁片も表土中からの出土で曲輪群に

伴うものであるとは言い切れない。火打石は山城内

において狼煙を連想させる遺物ではあるが、これも

表土中からの出土で時期を正確に特定することはで

きなかった。

　遺構に関しても、堀切や虎口などと言った時期を

検討できるようなものが検出されておらず存続時期

についての判断は現段階では難しいと言わざるを得

ない。

　また、家田城跡についての記述がある文献は現段

階では確認できていない。さらに、山城を支えたで

あろう麓集落の様相が不明であり、山城の性格や位

置づけを困難にしている。家田城跡の東方に位置す

る尾根に所在する家田観音寺の裏手に石塔群が確認

できるが、今回の調査では家田城との関連について

の検討は行えなかった。

　そこで、現段階で確認できる縄張り図や周辺の字

名や周辺の山城などを使って、可能な限り家田城跡

についての考察を行いたい。

　縄張り図から読み取れる家田城跡の築城年代とし

て、その築城方法から推測できることがある。頂上

の主郭部分から階段状に曲輪を構築する方法は15Ｃ

代に多く用いられる手法であり（註5）、家田城跡も

主郭の南に三つの曲輪を階段状に配していることか

らこれに該当するものと思われる。また防御施設に

関しても、曲輪、堀切、土塁のみと種類が少なく、

後世に改築が行われたような痕跡も見られない。

　また、家田城跡周辺には「大門」、「江湖」、「堂の元」、

「風呂ヶ迫」などの字名が見られる。まず、“元”とい

う字名を持つ城館跡の多くが、舌状丘陵の先端に位

置するという共通点を持ち、家田城跡も決して例外

ではなかったということが窺える。次に“堂の元”と“風

呂ヶ迫”という二つの言葉は、家田城跡周辺に寺が存

在した可能性を示唆している。まず、“堂の元”は寺

の本堂を連想させる言葉である。

　次に、中世段階において“風呂”は一般的なもので

はなく、寺など一部の宗教施設にしか存在しないも

のであった。ここで言うところの“風呂”とは蒸し風

呂のような風呂を指し、決まった日にたかれるよう

なものであった。紀伊国の例を挙げれば中世の検注

帳という土地の書き上げ帳のなかに、中世の村々に

風呂・湯屋などの存在を確認でき、風呂地名の位置

に合致するともある。南北朝時代の初期段階から、

寺を山城に転用した例は多く家田城跡についてもそ

の可能性を否定できない。しかし、家田城跡付近に

実際に寺が存在したかどうかの確証が得られず、推

測の域を越えない。

　現在、家田城跡の他に北川町内に所在する中世山

城と山城関連施設と思われるものとしては、川坂城、

竹瀬城、牧之城、鐘突き殿がある。いずれも未調査

であり詳細は不明であるが、1997年の緊急調査に

よって縄張図の作成を行っている。

　竹瀬城は北川右岸に向かって突き出た丘陵上に位

置しており、そこから熊田方面に向かって北川と小

川の合流点、及びその以北を一望することが可能で

ある。同様に家田城も南への眺望に優れた立地条件

を満たしている。また、家田城と竹瀬城は互いに視

認できる場所に位置しており、さらに二つの城に対

してほぼ等しい距離に独立丘陵上に築かれた川坂城

がある。山城は単体で機能するものではないことか

ら、近接する三つの山城がなんらかの連携を取って

機能していたことは十分に考えられる。また、北方

に位置する牧之城と鐘突き殿についても、三城とな

んらかの関わりを持っていた可能性は高い。

　それぞれの存続期間について言及することはでき

ないが、1578年の大友氏による日向侵攻で、『延陵

世鑑』に奈津田弾左衛門が北川町内の橋岸で戦った

という記述があることから少なくともこの前後には

いずれの山城も機能していたのではないかと考える。

　これらの推測をより深く検討していくためにも、

北川町内における今後の発掘調査、縄張り調査の成

果を待ちたい。
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第 22図　家田城跡縄張り図（S=1/1500）
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第 23図　路線外丘陵測量図（S=1/800）
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図版１

調査区全景（南東より）

調査開始前の状況 調査開始前の状況
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図版２

１号墳（上空から）

調査区全景（東方向より）



― 42 ―

1 号墳（東から）

1号墳の状況

図版３
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1 号墳主体部内鉄剣出土状況

1号墳主体部内鉄鏃出土状況

図版４
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2 号墳（上空から）

1号墳主体部内鉄剣出土状況

図版５
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2 号墳主体部内出土鉄剣

2号墳主体部

図版 6
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3・４号墳（上空から）

１・２号墳区画溝断面の状況

図版７
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4 号墳

3号墳（北から）

図版８
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2 号墳・3号墳間区画溝

4号墳主体部（東より）

図版９
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家田古墳群出土鉄鏃・刀子（処理前）

曲輪 1土層堆積状況

図版 10



土師器壺 土師器高坏脚部
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図版 11

火打石・白磁片・スナイドル銃銃弾

30
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家田古墳群出土鉄鏃（処理後）

家田古墳群出土鉄鏃・刀子（処理後）

図版 12
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図版 13

家田古墳群出土鉄剣（処理後）
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要　　約

　古墳群では古墳４基を検出した。また、それらを区画する溝状遺構を４条確認している。古墳の墳丘は

明らかなマウンドを意識しておらず、かろうじて高まりが確認できる程度である。１号墳主体部より鉄鏃

がまとまって出土しており、時期は中期前半を示している。また、２号墳と３号墳の間からは土師器壼が、

１号墳の南側斜面より土師器高坏の脚部がそれぞれ出土している。これらも時期は中期前半を示しており、

家田古墳群の築造時期は中期前半であると考えられる。

　城郭では、尾根筋に築かれた４つの曲輪群と西側斜面を中心に回る犬走り状遺構を確認した。しかし、

確実に曲輪群に伴うと考えられる遺構・遺物は見つかっておらず、正確な時期を判断することが難しい。

また、文献にも家田城について記したと思われる記述は確認できていない。町内に残る伝承や、土持氏が

築いたとされる川坂城の存在から同氏に関連する山城ではないかと考えられる。

　家田古墳群・家田城跡の調査成果は、宮崎県北部における古墳の築造形態や同地域の古墳編年を考える

にあたって重要な資料を提供するに至った。また、全体像を掴むことはできなかったが、中世山城の発掘

調査例が決して多いとは言えない本県において、築城方法などについての検討材料となると言える。
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